
東 京 学 芸
大 学 大 学

史 資 料 室
展 示 会

【 会 期 】2018年10月2
9日（月）～11月1

2日（月）

【 時 間 】［平日
］8：30～21：30

　（ただし 10/2
9 は 13：00 から

．

　　　　　　
　　11/2 と11

/5 は 8：30～1
7：00．11/12

は 13：00まで）

　　　　［土日
祝］11：00～18：

00

【 場 所 】東京学芸
大学附属図書

館 1 階

【 主  催 】 東京
学芸大学大学

史資料室

【 共  催 】 東京
学芸大学附属図

書館

【 問合せ先】 東京
学芸大学大学

史資料室事務
室［電話］042

- 329 - 7896

O�ce of Tokyo Gakugei Univ. Archives

東京学芸大学
大学史資料室

●写真上：19
61 年当時の

附属小金井中
学校全景（附

属小金井中学
校『二十周年

記念誌』より
、1966）

● 写真下：19
50 年におけ

る同校の時間
割（同『三十年

のあゆみ』よ
り、1976）
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東 京 学 芸 大 学 大 学 史 資 料 室 展 示 会

ご 挨 拶

　大学史資料室主催の展示会も、今回で第 6 回目を迎えることとなりまし

た。今回の展示会のテーマは、昭和２０年代半ばから昭和３０年代にかけ

ての附属小金井中学校の草創期を想起するというものです。

　当時は、日本が戦後の混乱期から復興に向かう時期であり、東京学芸大

学に即していえば、かつての師範学校から各附属学校と大学が誕生し、発

展していくその初期の時代にあたります。その頃を知る人にとっては、懐

かしい記憶を想い起す機会となり、また未だ生まれていなかった人たちに

とっては、新しい民主主義社会の誕生の中で、本学附属学校がそれを学校

という場で実現していこうとした歴史を知る手掛かりとなるのではない

でしょうか。

　展示している教師や生徒の活動や生活の記録からは、附属小金井中学

校の歩みとともに、同時代日本の歴史もまた照射されます。このように、

教育の現場から「見上げる」現代史は、今日の日本の社会と教育を捉え返

すときの一助になるものとも考えます。

　私たち東京学芸大学大学史資料室は、師範学校から今日に至るまでの

東京学芸大学の歴史にかかる資料の収集・保存と公開を目的として発足

し、皆さまのご協力を得ながら貴重な資料の収集を進めてまいりました。

その一端を本展示会でご覧いただき、さらなる収集と保存にご協力を賜

れましたら、誠に幸いなことと考えています。

2018 年 10 月 29 日

東京学芸大学大学史資料室長／副学長・附属図書館長

川手　圭一
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